
　

夏
の
喧
騒
が
静
ま
っ
た
夜

　

夏
の
喧
騒
が
静
ま
っ
た
夜

の
逗
子
海
岸
に
光
の
波
が
舞

の
逗
子
海
岸
に
光
の
波
が
舞

い
降
り
た

い
降
り
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

1010
月
８
日
か
ら
３
日
間
に

月
８
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
逗
子
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

わ
た
り
逗
子
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
連
携
し
て
開
催

テ
ィ
バ
ル
と
連
携
し
て
開
催

さ
れ
た「
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

さ
れ
た「
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｗ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
〜
光
の
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク

Ｖ
Ｅ
〜
光
の
波
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
inin 

Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
は
昨

Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
は
昨

年
か
ら
始
ま
っ
た
好
評
の
企

年
か
ら
始
ま
っ
た
好
評
の
企

画
。
国
の
地
方
創
生
加
速
化

画
。
国
の
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
た
逗
子
海

交
付
金
を
活
用
し
た
逗
子
海

岸
保
全
活
用
事
業
の
ひ
と
つ

岸
保
全
活
用
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
実
施
さ
れ
、
期
間
中

と
し
て
実
施
さ
れ
、
期
間
中

約
１
万
５
千
人
が
訪
れ
た
。

約
１
万
５
千
人
が
訪
れ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン 

マ

ッ
ピ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
Ｌ

ッ
ピ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
投
射
す
る
演

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
投
射
す
る
演

出
法
を
、
約
４
百
㍍
に
わ
た

出
法
を
、
約
４
百
㍍
に
わ
た

り
夜
の
波
に
向
け
て
応
用
。

り
夜
の
波
に
向
け
て
応
用
。

暗
闇
に
青
白
く
光
る
波

暗
闇
に
青
白
く
光
る
波

頭
と
ゆ
る
や
か
な
音
楽

頭
と
ゆ
る
や
か
な
音
楽

が
織
り
な
す
幻
想
的
な

が
織
り
な
す
幻
想
的
な

世
界
が
表
現
さ
れ
た
。

世
界
が
表
現
さ
れ
た
。

　

実
行
委
の
石
多
未
知

　

実
行
委
の
石
多
未
知

行
さ
ん（

行
さ
ん（
4242
）は
「
夜
の

）は
「
夜
の

波
に
向
け
た
演
出
で
今

波
に
向
け
た
演
出
で
今

あ
る
も
の
の
価
値
を
引

あ
る
も
の
の
価
値
を
引

き
出
し
、
ま
ち
に
溶
け

き
出
し
、
ま
ち
に
溶
け

込
む
よ
う
な
企
画
を
め

込
む
よ
う
な
企
画
を
め

ざ
し
た
」
と
夕
暮
れ
か

ざ
し
た
」
と
夕
暮
れ
か

ら
集
ま
り
始
め
た
観
客

ら
集
ま
り
始
め
た
観
客

を
見
守
っ
て
い
た
。
ロ
マ
ン

を
見
守
っ
て
い
た
。
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
光
の
波
の
余
韻
に

チ
ッ
ク
な
光
の
波
の
余
韻
に

肩
を
寄
せ
合
う
カ
ッ
プ
ル
や

肩
を
寄
せ
合
う
カ
ッ
プ
ル
や

家
族
連
れ
、
市
外
か
ら
集
ま

家
族
連
れ
、
市
外
か
ら
集
ま

る
人
も
多
く
見
ら
れ
た
。

る
人
も
多
く
見
ら
れ
た
。
1010

日
に
は
逗
子
葉
山
青
年
会
議

日
に
は
逗
子
葉
山
青
年
会
議

所
を
中
心
と
し
た
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

所
を
中
心
と
し
た
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｙ
が
主
催
の
初
企
画
「
Ｚ

Ｓ
Ｙ
が
主
催
の
初
企
画
「
Ｚ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ 

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｓ

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｓ

白
石
白
石
仁ま

さ
あ
き

ま
さ
あ
き章

さ
ん
。

さ
ん
。

　

白
石
さ
ん
は
、
杉
原
さ
ん

　

白
石
さ
ん
は
、
杉
原
さ
ん

夫
人
の
幸
子
さ
ん
の
著
書

夫
人
の
幸
子
さ
ん
の
著
書

『
六
千
人
の
命
の
ビ
ザ
』
に

『
六
千
人
の
命
の
ビ
ザ
』
に

感
銘
を
受
け
、
手
紙
を
書
い

感
銘
を
受
け
、
手
紙
を
書
い

た
こ
と
か
ら
、
杉
原
家
と
の

た
こ
と
か
ら
、
杉
原
家
と
の

付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
こ

付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
こ

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害

か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
ユ
ダ

か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
ユ
ダ

ヤ
人
に
「
命
の
ビ
ザ
」
を
発

ヤ
人
に
「
命
の
ビ
ザ
」
を
発

給
し
た
外
交
官
杉
原
千
畝
は

給
し
た
外
交
官
杉
原
千
畝
は

晩
年
を
鎌
倉
で
す
ご
し
た

晩
年
を
鎌
倉
で
す
ご
し
た

が
、
没
後

が
、
没
後
3030
年
を
迎
え
る
の

年
を
迎
え
る
の

を
記
念
し
た
講
演
会
が
、

を
記
念
し
た
講
演
会
が
、
1010

月
８
日
、
鎌
倉
生

月
８
日
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。
市

で
開
か
れ
た
。
市

と
外
務
省
の
共
催

と
外
務
省
の
共
催

で
、
講
師
は
外
務

で
、
講
師
は
外
務

省
外
交
史
料
館
の

省
外
交
史
料
館
の

Ｙ
」も
同
時
開
催
さ
れ
、
市

Ｙ
」も
同
時
開
催
さ
れ
、
市

内
の
飲
食
店
の
ブ
ー
ス
が
並

内
の
飲
食
店
の
ブ
ー
ス
が
並

び
、ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ
ン
、
ラ

び
、ビ
ー
チ
マ
ラ
ソ
ン
、
ラ

イ
ブ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

イ
ブ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

な
ど
で
賑
わ
っ
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｇ

な
ど
で
賑
わ
っ
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｇ

Ｈ
Ｔ
Ｈ
Ｔ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
は
来
年
３

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
は
来
年
３

月
に
も
予
定
さ
れ
、逗
子
海

月
に
も
予
定
さ
れ
、逗
子
海

岸
の
魅
力
を
引
き
出
す
新
感

岸
の
魅
力
を
引
き
出
す
新
感

覚
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目

覚
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

さ
れ
る
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

ナ
ム
な
ど
に
分
布
。
中
国
で

ナ
ム
な
ど
に
分
布
。
中
国
で

は
「
大
頭
花
」
と
呼
ば
れ
、

は
「
大
頭
花
」
と
呼
ば
れ
、

木
材
に
も
使
用
さ
れ
る
。

木
材
に
も
使
用
さ
れ
る
。

　

葉
は
通
常
の
ツ
バ
キ
と
ち

　

葉
は
通
常
の
ツ
バ
キ
と
ち

が
っ
た
形
の
、
長
め
の
楕
円

が
っ
た
形
の
、
長
め
の
楕
円

形
で
、
互
生
し
て
い
る
。
枝

形
で
、
互
生
し
て
い
る
。
枝

先
に
つ
ぼ
み
を
５
、
６
個
つ

先
に
つ
ぼ
み
を
５
、
６
個
つ

け
、
け
、
1010
月
か
ら
２
月
く
ら
い

月
か
ら
２
月
く
ら
い

ま
で
花
径

ま
で
花
径
1010
㌢
く
ら
い
の
花

㌢
く
ら
い
の
花

を
咲
か
せ
る
。
花
の
真
ん
中

を
咲
か
せ
る
。
花
の
真
ん
中

の
黄
色
い
雄
し
べ
が
白
い
花

の
黄
色
い
雄
し
べ
が
白
い
花

び
ら
に
よ
く
映
え
る
。
花
後

び
ら
に
よ
く
映
え
る
。
花
後

に
で
き
る
実
は
翼
果
で
、
風

に
で
き
る
実
は
翼
果
で
、
風

で
運
ば
れ
る
と
か
。

で
運
ば
れ
る
と
か
。

　

写
真
は
長
谷
寺
駐
車
場
。

　

写
真
は
長
谷
寺
駐
車
場
。

幹
の
太
さ

幹
の
太
さ
2020
㌢
、
樹
高
・
５

㌢
、
樹
高
・
５

㍍
ぐ
ら
い
で
、
観
光
バ
ス
か

㍍
ぐ
ら
い
で
、
観
光
バ
ス
か

ら
降
り
て
く
る
大
勢
の
観
光

ら
降
り
て
く
る
大
勢
の
観
光

客
を
出
迎
え
て
い
た
。

客
を
出
迎
え
て
い
た
。

　

花
言
葉
は「
理
想
の
愛
」。

　

花
言
葉
は「
理
想
の
愛
」。

　

鎌
倉
の
美
術
文
化
の
振
興

　

鎌
倉
の
美
術
文
化
の
振
興

に
ご
尽
力
さ
れ
た
蓼
沼
誠
一

に
ご
尽
力
さ
れ
た
蓼
沼
誠
一

先
生
が
９
月
に
ご
逝
去
さ
れ

先
生
が
９
月
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
を
偲
ぶ
会
を

ま
し
た
。
先
生
を
偲
ぶ
会
を

行
い
ま
す
。
思
い
出
を
語
り

行
い
ま
す
。
思
い
出
を
語
り

　

鎌
倉
華
道
会
創
立

　

鎌
倉
華
道
会
創
立
7575
周
年
周
年

記
念
華
道
展
（
小
島
喜
尚
会

記
念
華
道
展
（
小
島
喜
尚
会

長
）
が

長
）
が
1111
月
1919
・
2020
の
両
日

の
両
日

鎌
倉
芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

鎌
倉
芸
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
か
れ
る
。

開
か
れ
る
。

　

同
会
は
１
９
４
２
年
（
昭

　

同
会
は
１
９
４
２
年
（
昭

和
1717
）
２
月
に
設
立
。
源
実

）
２
月
に
設
立
。
源
実

朝
公
生
誕
７
５
０
年
の
年

朝
公
生
誕
７
５
０
年
の
年

で
、
鶴
岡
八
幡
宮
が
実
朝
公

で
、
鶴
岡
八
幡
宮
が
実
朝
公

顕
彰
の
た
め
に
始
め
た
実
朝

顕
彰
の
た
め
に
始
め
た
実
朝

祭
に
最
初
の
献
華
を
行
い
、

祭
に
最
初
の
献
華
を
行
い
、

以
来
、
毎
年
献
華
を
続
け
て

以
来
、
毎
年
献
華
を
続
け
て

い
る
。
鎌
倉
文
化
協
会
に
も

い
る
。
鎌
倉
文
化
協
会
に
も

加
わ
り
、
鎌
倉
の
文
化
活
動

加
わ
り
、
鎌
倉
の
文
化
活
動

に
寄
与
し
て
い
る
。

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

1010
月
８
日
浄
妙
寺
で
行
わ

月
８
日
浄
妙
寺
で
行
わ

れ
た
花
供
養
で
は
、
会
員
た

れ
た
花
供
養
で
は
、
会
員
た

ち
が
キ
ク
や
リ
ン
ド
ウ
、
ス

ち
が
キ
ク
や
リ
ン
ド
ウ
、
ス

ス
キ
な
ど
秋
の
花
を
小
原

ス
キ
な
ど
秋
の
花
を
小
原

流
、
古
流
松
月
会
、
池
坊
な

流
、
古
流
松
月
会
、
池
坊
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
で
生
け

ど
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
で
生
け

た
作
品
が
方
丈
に
飾
ら
れ
、

た
作
品
が
方
丈
に
飾
ら
れ
、

そ
の
中
で
住
職
の
読
経
が
行

そ
の
中
で
住
職
の
読
経
が
行

わ
れ
た
。

わ
れ
た
。

　

会
員
約

　

会
員
約
8080
人
。
人
。
7575
周
年
記

周
年
記

念
華
道
展
に
は

念
華
道
展
に
は
5555
人
が
出

人
が
出

展
。
冊
子
『

展
。
冊
子
『
7575
年
の
あ
ゆ

年
の
あ
ゆ

み
』
も
刊
行
す
る
。

み
』
も
刊
行
す
る
。

と
、
２
０
０
０
年
に
外
交
史

と
、
２
０
０
０
年
に
外
交
史

料
館
に
杉
原
さ
ん
の
顕
彰
プ

料
館
に
杉
原
さ
ん
の
顕
彰
プ

レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
こ

レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
、
杉
原
リ
ス
ト
が
世
界
記

と
、
杉
原
リ
ス
ト
が
世
界
記

憶
遺
産
に
登
録
申
請
さ
れ
て

憶
遺
産
に
登
録
申
請
さ
れ
て

い
て
、
世
界
中
の
子
ど
も
た

い
て
、
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
登
録
を
願
っ
て

ち
の
た
め
に
登
録
を
願
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

　

白
石
さ
ん
の
著
書
『
諜
報

　

白
石
さ
ん
の
著
書
『
諜
報

の
天
才　

杉
原
千
畝
』
は
映

の
天
才　

杉
原
千
畝
』
は
映

画
化
さ
れ
た
が
、
小
中
学
生

画
化
さ
れ
た
が
、
小
中
学
生

に
こ
そ
功
績
を
知
っ
て
も
ら

に
こ
そ
功
績
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
書
い
た
『
六
千
人

い
た
い
と
書
い
た
『
六
千
人

の
命
を
救
え
！
』
も
あ
る
。

の
命
を
救
え
！
』
も
あ
る
。

　

白
石
さ
ん
は
「
絵
本
も
書

　

白
石
さ
ん
は
「
絵
本
も
書

こ
う
と
思
う
。
誰
で
も
、
ど

こ
う
と
思
う
。
誰
で
も
、
ど

こ
に
い
て
も
杉
原
さ
ん
の
こ

こ
に
い
て
も
杉
原
さ
ん
の
こ

と
を
知
れ
る
よ
う
に
し
た

と
を
知
れ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
ル
ツ
・

　

講
演
に
先
立
ち
、
ル
ツ
・

カ
ハ
ノ
フ
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

カ
ハ
ノ
フ
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

特
命
全
権
大
使
の
挨
拶
も
あ

特
命
全
権
大
使
の
挨
拶
も
あ

っ
た
。　

っ
た
。　

合
う
と
と
も
に
、
そ
の
、
生

合
う
と
と
も
に
、
そ
の
、
生

き
て
い
る
限
り
何
か
を
創
り

き
て
い
る
限
り
何
か
を
創
り

出
さ
れ
て
い
た
先
生
の
功
績

出
さ
れ
て
い
た
先
生
の
功
績

を
引
き
継
ぐ
た
め
に
。

を
引
き
継
ぐ
た
め
に
。

　

1212
月
３
日
（
土
）
正
午
、

月
３
日
（
土
）
正
午
、

鎌
倉
山
下
飯
店
。
定
員

鎌
倉
山
下
飯
店
。
定
員
6060

人
。
会
費
５
千
円
。
申
し
込

人
。
会
費
５
千
円
。
申
し
込

み
は
鎌
倉
美
術
連
盟
副
代
表

み
は
鎌
倉
美
術
連
盟
副
代
表

・
黒
川
方
☎
０
９
０
・
４
９

・
黒
川
方
☎
０
９
０
・
４
９

６
４
・
４
８
６
６
（

６
４
・
４
８
６
６
（
1111
月
1010

日
か
ら
受
付
）

日
か
ら
受
付
）

キ
属
（
ゴ
ル
ド
ニ
ア
属
）
の

キ
属
（
ゴ
ル
ド
ニ
ア
属
）
の

常
緑
高
木
で
、
樹
高

常
緑
高
木
で
、
樹
高
1515
㍍
く
㍍
く

ら
い
に
な
る
と
い
う
。

ら
い
に
な
る
と
い
う
。

　

台
湾
、
中
国
南
部
、
ベ
ト

　

台
湾
、
中
国
南
部
、
ベ
ト

　

高
木
に
白
い
花
を
次
々
に

　

高
木
に
白
い
花
を
次
々
に

咲
か
せ
る
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
キ

咲
か
せ
る
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
キ

（
台
湾
椿
）。や
や
ク
リ
ー
ム

（
台
湾
椿
）。や
や
ク
リ
ー
ム

色
が
か
っ
た
白
い
花
び
ら
が

色
が
か
っ
た
白
い
花
び
ら
が

ふ
ん
わ
り
と
や
わ
ら
か
い
。

ふ
ん
わ
り
と
や
わ
ら
か
い
。

　

ツ
バ
キ
科
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ

　

ツ
バ
キ
科
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ

タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
キ
の
ふ
ん
わ
り
し
た
白
い
花

タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
キ
の
ふ
ん
わ
り
し
た
白
い
花

7979

文　
　

小
林
千
穂

文　
　

小
林
千
穂

写
真　

松
原
省
吾

写
真　

松
原
省
吾

逗
子
海
岸
で
ナ
イ
ト
ウ
エ
ー
ブ

逗
子
海
岸
で
ナ
イ
ト
ウ
エ
ー
ブ

闇
に
光
る
波
に
酔
い
し
れ
て

闇
に
光
る
波
に
酔
い
し
れ
て

杉
原
千
畝
を
語
る
講
演
会

杉
原
千
畝
を
語
る
講
演
会

尊
い
功
績
後
世
に
伝
え
よ
う

尊
い
功
績
後
世
に
伝
え
よ
う

1111
月
1919
・
2020
日

鎌
倉
華
道
会
創
立

鎌
倉
華
道
会
創
立

7575
周
年
記
念
展

周
年
記
念
展

1212
月
３
日
鎌
倉

月
３
日
鎌
倉

蓼
沼
先
生
を
偲
ぶ
会

蓼
沼
先
生
を
偲
ぶ
会

著書の児童書を手著書の児童書を手
に白石仁章さんに白石仁章さん

小島喜尚さん小島喜尚さん＝10月８＝10月８
日浄妙寺の花供養で日浄妙寺の花供養で

在りし日の蓼沼さん在りし日の蓼沼さん＝
『蓼沼誠一風景絵画集』より『蓼沼誠一風景絵画集』より

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１６年（平成２８年）11 月１日 第452号 1部　108円 （８）


